
2 0 2 2 年 9 月 3 0 日 

報道関係者 各位 

株 式 会 社 静 岡 銀 行 

静 岡 ガ ス 株 式 会 社 

 

 

「脱炭素経営の取組み支援に向けた包括連携に関する協定」を締結 

～地域の持続的な発展に向けた伴走支援～ 

 

 

株式会社静岡銀行（頭取 柴田 久）と静岡ガス株式会社（代表取締役 社長執行役員 岸田 裕之）では、

地域企業等への脱炭素経営の取組み支援を行い、脱炭素社会の実現を通じて持続的な地域の発展に資す

ることをめざして「連携協定書」を締結しましたので、その概要をご案内します。 

 

１．締結日  9月 30日（金） 

 

２．締結の背景と目的 

（１）静岡銀行グループでは、地域との共存共栄をめざす基本理念「地域とともに夢と豊かさを広げます。」

のもと、2021年10月には、「サステナブルファイナンス目標」を設定し、環境負荷低減に資するお客さ

まの取組みを支援する資金供給を積極的に行うなど、脱炭素社会の実現に向けたさまざまなお取引先支援

に力を注いでいます。 

（２）静岡ガスグループは、2021 年に公表した「2050 年カーボンニュートラルビジョン」において、

2030年までの目標として「CO2削減貢献量 200万トン」を掲げています。地域全体での脱炭素

化実現に向け、行政や企業と連携し、再生可能エネルギーの普及促進やエネルギーの地産地消に

取組んでいます。 

（３）今回の締結を通じて、両者の強みを生かし、それぞれの幅広い知見や専門性を融合させることで、

地域企業等への脱炭素経営の取組みを支援します。また、排出量削減に向けた施策の実行支援な

ど、中長期的な伴走支援を実践することで、持続可能な地域社会づくりをめざしていきます。 

あわせて、静岡市の脱炭素先行地域推進事業をはじめとした地域自治体が推進するゼロカーボン

シティ実現に向け、金融・エネルギーの観点から地域の脱炭素社会に協力してまいります。 

 

３．おもな取組内容 

（１）GHG（温室効果ガス）排出量の可視化・削減計画の実行支援に関すること 

（２）エネルギーの地産地消の推進、再生可能エネルギーの創出、導入及び利用拡大に関すること 

（３）地域資源を活用した事業の創出に関すること、地域循環共生圏の構築に関すること 

（４）次世代の環境教育に関すること、本協定の目的を達成するために必要な事項に関すること 

 


